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第５章 支援実施におけるポイント  

 ＪＤＳＰのカリキュラムの再構成にあたって、ＪＤＳＰの現在のカリキュラム構成や各

プログラムの内容、支援の実際、効果的に支援を展開するための実施上の工夫や留意事項

をあらためて具体的に提示することとしています。 

 以下に、ＪＤＳＰの実施上の特徴や工夫を整理します。 

 

１ 職場復帰支援の目標やポイントの明確化 

 休職者が限られた支援期間の中でスムーズな復職を目ざすためには、復職に向けた具体

的で一貫した目的意識が必要となります。一方、休職者の中には「復職に向けて何をどう

したらよいのかわからない」、「職場復帰支援の目的がよくわからず、これが復職にどうつ

ながるのかイメージできない」という方も少なくありません。支援者は、復職にあたりど

のようなことが課題となり、何に取り組む必要があるのかを明確にし、休職者自身が復職

という目的に向けて主体的に取り組めるよう支援することが必要です。 

 ＪＤＳＰでは、支援開始段階に「情報共有シート」（資料２参照）や「職場復帰に向けて

の目標チェックリスト」を活用し、事業主の視点もふまえた支援課題を確認したうえで、

休職者、事業主、支援者の三者による支援目標の共有を行っています。 

 また、構成図により、ＪＤＳＰの目標やカリキュラムの全体像、各プログラムの目的と

関連性などを提示し、職場復帰支援におけるポイントを具体的にわかりやすく伝えること

としています。 

特に、受講者に対しては、支援開始時のオリエンテーションにおいて、構成図にもとづ

く「ＪＤＳＰオリエンテーション資料」（資料１参照）を用いて詳しく解説し、目的意識や

見通しを持った受講につながるようにしています。 
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(４ ) 考察  

ＪＤＳＰでは「学ぶ」「体験・実践する」「振り返る」のサイクルでカリキュラムを実施

することで、受講者が各プログラムでの気づきを結びつけ、自己分析を進められるよう支

援をしています。座学でのプログラムでは漠然としていた気づきが、実際的な体験と関連

づけて振り返ることで、より実感を伴ったものとして理解できることが多くあります。  

本事例でも、キャリア講習とジョブリハーサルを連動させるジョブリハーサル日誌やフ

ィードバック、面談を組み込むことで、受講者のキャリアと疲労・ストレスとの関連につ

いての自己理解を深めることができました。 

 またＣさんは、就業経験が浅いこともあり、支援当初は自分の目ざす働き方が不明確な

状態でした。「自分の考えるあるべき姿＝新人であっても周りを頼らず完璧に業務をこな

すこと」が周囲からも期待されており、評価されることだと考え、「完璧」や「競争」の価

値観も相まって、自分を追い込む働き方となっていました。しかし、キャリア講習で他者

の多様な価値観に触れたり、ジョブリハーサルで上司役スタッフやメンバーからのフィー

ドバックを受ける中で、職場で実際に求められている働き方についての理解が進み、復職

後は、自分と戦わないことや、一人で抱え込まず周囲を頼ることも必要であると再認識す

ることができました。さらに、他者からの評価ではなく、自分が本当に大切にしたいこと

を見つめ直すことで、今後何を軸として働いていくのか、周囲に左右されない自分自身の

価値観を確認することができました。  

本事例からは、就業経験の浅い若年の休職者にとって、価値観や役割といったキャリア

について学ぶことや、キャリアに関する他者との意見交換を通じて自分とは異なる価値観

や立場を理解することが、職場復帰支援の中で有効であることがうかがえました。 
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２ 多角的な分析をうながす４つのテーマ設定 

 休職者が休職に至る要因は一つとは限らず、生活習慣、ストレス耐性、コミュニケーシ

ョンスキル、仕事への取組み方など、複数の要因が折り重なっていることが少なくありま

せん。第４章の事例１のように、当初は特定の問題のみを休職要因と認識していた受講者

も、複数の視点から休職に至った経緯や自分自身を見つめ直すことで、実際にはさまざま

な要因が重なっていたこと、それに応じて対処法は複合的に必要であることに気づく場合

は多くあります。職場復帰支援では、休職要因を総合的に分析し、再発・再休職を予防す

るための複数の手立てを多角的に講じられるよう働きかけていく必要があります。 

このためＪＤＳＰでは、カリキュラム構成を４つのテーマに分け、支援開始時点から受

講者にそのことを明示しています。また、振り返りのための各種ワークシートの工夫を通

じて、受講者と支援者が話し合いを進めながら、特定の課題に偏ることなく、各プログラ

ムから得られるさまざまな情報をバランスよく整理できるようにしており、これらが支援

のポイントとなっています。 

例えば、事例１でも紹介したように、休職要因をさまざまな角度から分析し、バランス

よく再休職予防策を検討するための仕掛けとして、支援の初期と中期にそれぞれ「復職に

向けた取組み整理シート」（資料３参照）と「休職の経緯と対処方法の整理シート」（資料

４参照）の２種類のワークシートを導入しています。これらは、カリキュラムの４つのテ

ーマに沿って支援課題や休職要因、再休職予防策を整理する構成となっています。 

また、支援期間を通じて整理した各種ワークシートの内容をふまえることで、受講者は

あらゆる角度から検討した休職要因や再休職予防策、復職後の新たな働き方を復職レポー

トにまとめていくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ストレス対処 コミュニケーション

生活習慣 仕事の取組み方
働き方
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３ ワークシートやグループワークを活用した言語化・視覚化  

ＪＤＳＰのカリキュラムは、「学ぶ」「体験・実践する」「振り返る」の３つのサイクルを

統合させながら進められます。特に、「振り返る」プロセスは、各種ワークシートによる振

返り、個別面談による振返り、グループワークによる振返りといったさまざまな機会を通

じて繰り返し行います。その中では、各種ワークシートへの記入や受講者同士の意見交換

により、受講者が学びや気づきを言語化・視覚化し、取組みの成果をできるだけ構造的に

整理できるようにしており、これらが支援のポイントとなっています。 

例えば、第３章で紹介した「運動」や「リフレッシュ体験」の振返りシート（資料８、

11 参照）は、プログラム前後での気分や体調の変化を数値化しグラフで視覚的に確認でき

る様式にしています。また、ジョブリハーサル日誌（図１、資料 15 参照）では、ストレス

対処講習の内容をふまえ、ジョブリハーサルにおけるストレス場面やそれに対する反応、

対処法を記入することによって頭の中を整理し、周囲の状況や自分の考え・行動を客観的

に眺められるようにしています。 

また、プログラムごとに設定しているグループワークによる振返りでは、受講者が自分

の思いや考えを言語化し、肯定的で共感的な雰囲気の中でほかの受講者からのフィードバ

ックを受けます。また、自分とは異なる意見を聞き、話し合いの中で思考を整理します。 

これらの振返りによる言語化・視覚化は、受講者が自分の視点を離れて自分や周囲の状

況を第三者のように客観視する練習にもなり、また、自分にとって効果のある対処法を具

体化し、新たに発見する手立てにもなります。なお、蓄積した記録は、復職レポートを作

成するうえでも有用な資料となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ジョブリハーサル日誌 

氏名（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　曜日　）　　　天気（　　　　　　　　）

＜昨晩の就寝時刻＞　　　時　　　分　＜今朝の起床時刻＞　　　時　　　分　　

＜食　事＞ 　昨日： 　昼　・　夜　・　今朝

＜服　薬＞ 　昨日：

【午前】 【午前】

【午後】 【午後】

状況

気分
（％）

頭に
浮かんだ

考え

その時に
対処した

こと

【良かった点】 【アドバイス】

ジョブリハーサル　日　誌

　睡眠の質(          　　　　　　　　　　　　　         )   　　 
体調／健康状態

今日の目標

取り組んだ内容

目標に対する自己評価　　　　達成度　　　　　％

（目標に対しての具体的な取組み）

気づいたこと、感じたこと（仕事の取り組み方のクセ、集中力等）

 （睡眠時間　   　時間　 　  分）

　昼　・　夜　・　寝　・　今朝

終了時の疲労感

●自分の「価値観」や「キャリア・アンカー」、「強み」に関連する気づき

●「やりがい」を感じる作業や場面についての気づき

　 ①疲れて
　　 いない

②心地よい
疲れ

③疲れた
④かなり
疲れた

③④の場合
考えられる

要因

来週の目標

キャリアに関連する
気づき

□気分が楽になる考え方をした　　　　　　□問題解決のための行動を起こした
□ストレスを和らげるための行動をとった　□何もしなかった　　　□その他
具体的には？

（帰りのミーティング）

スタッフからの
フィードバック

 
ジ
ョ

ブ
リ
ハ
ー

サ
ル
で

　
 
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
場
面
・
対
処

対処の
結果
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４ 各プログラムを連動させる工夫  

 ＪＤＳＰでは、受講者が多数のプログラムを相互に関連づけながら理解し、自分にあっ

た実用的な対処方法を生み出すことができるように、プログラム同士を連動させる工夫を

しています。 

 例えば、図２にあるキャリア講習やジョブリハーサルのオリエンテーション資料、スト

レス対処講習の講座資料などは、ほかのプログラムとの関連づけがわかるように作成し、

それらを用いて「プログラム同士が連動していること」を受講者に繰り返し解説していま

す。 

 また、アサーション講座やＳＳＴで学んだコミュニケーションスキルを実践する機会と

して、グループディスカッションのプログラムや、ジョブリハーサルの終了ミーティング

でワークシート（資料 16 参照）を活用した受講者同士のフィードバックを実施しています。

このワークシートは、メンバーのよかった所や自分も取り入れたいと思った所について、

Ｉメッセージを活用して記入し伝えあう形式としており、アサーションにおけるスキルを

練習することをねらいとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ プログラムの連動を意識づける資料（抜粋） 

 

第１ステップ （自己を知る）
キャリア講習①価値観 ②強み
自分の生き方、働き方の土台となる価値観や強み、やりがいを整理
します

第２ステップ（環境を知る）
キャリア講習③役割
職場や家族など自分を取り巻く周囲から、どのような
役割を求められているかを整理します

第３ステップ（今後の働き方を考える）
キャリア講習④キャリアプラン作成
第１、第２ステップを踏まえ、復職後の働
き方について具体的に検討します

自分の認知や行動の
傾向の理解

ストレス対処講習
など

職場の視点の理解

情報共有シート
目標チェックリスト

復職レポート
復職面談

再休職予防策を踏まえた
今後の働き方の検討

キャリア講習のステップ 他のプログラム・取組み

仕事への向き合い方や
強み・やりがいの理解

ジョブリハーサル

SST
ジョブリハーサル

体験を通じた
役割の理解

他のプログラム・取組みとも連動させながら、キャリアについての理解を深めましょう

キャリア講習の構成図

ストレス状況

身体

うつ気分うつ思考

うつ的な行動

認知行動療法の全体像

・コラムシートの作成 ・問題解決プランの作成
・生活記録表、行動ノートの活用
・ＳＳＴ・アサーション講座

①体験する

実践する

②体験から

気づく・理解
する

③対処策を

考える

④「今後の働き方」を考える

ジョブリハーサルの構成図

コミュニケーション
⇒ ＳＳＴ

ストレスへの対処
⇒ ストレス対処

講習 など

キャリアに関す
る気づき
⇒ キャリア講習

ストレスの要因
やサイン
⇒ ストレス対処

講習 など

復職レポート

ストレス反応の随時対応
～ストレス反応を軽減するための日々の取り組み～

生活習慣
・十分な睡眠、規則正しい食事、栄養バランス、適度な運動
・疲れをためない働き方

心の
リフレッシュ法

・落ち着いて、ゆとりをもって過ごせる時間
・気分が軽くなったり、楽しい気分になれる時間
・好きなことに没頭できる時間

リラクセーション
技法

・自律訓練法
・漸進的筋弛緩法
・呼吸法など

出典：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/002/003/010/004.htm
石橋幸滋著：ストレスコントロールがとことんわかる本,連合通信社,p58,2009

三野善央著：日本一役に立つ うつとストレスの本,,メディカ出版,p166,2010 を改変

個人要因

ストレッサー ストレス反応

緩衝要因

４：早期発見・随時対応

日々の取り組みが大切

日常生活基礎力
形成支援

（行動ノート、習慣化
ミーティング）

リフレッシュ体験

運動
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そのほか、各プログラムで実施する振返りのためのワークシートなどに、ほかのプログ

ラムとの関連づけがわかる記入項目を追加し、各プログラムを通じて得た気づきを、複数

の視点で自己分析できるようにしています。 

例えば、第４章の事例２では、ジョブリハーサルでの模擬的な職場体験の中で、キャリ

ア講習で扱うキャリアにおける価値観などが、疲労・ストレスの感じ方や仕事の進め方に

影響することを実感する場面があります。そこでＪＤＳＰでは、ジョブリハーサル日誌に、

キャリアに関連する気づきを記入する項目を加え、連動を意識した整理ができるようにし

ています（図３）。 

 

 

 

 

 

 

図３ ジョブリハーサル日誌記入例（一部抜粋） 

 
 

また、各プログラムの連動を意識づけるためには、支援スタッフの受講者への日々のか

かわり方も重要です。支援スタッフは、受講者がＪＤＳＰで学んだ知識やスキルを実生活

でのストレス対処やコミュニケーションに役立てられるよう、ジョブリハーサルなどのプ

ログラムでの実践をうながす声かけを意識的に行っています。  
また、ストレス対処講習やキャリア講習で明確化した思考の癖や価値観が反映された言

動が観察された場合には、受講者の気づきをうながすフィードバックを行います。その際

は、できるだけプログラム中に紹介した内容やキーワードを使用し、受講者が客観的かつ

分析的な視点で自分自身をとらえ、取り組むべき課題が焦点化されるよう工夫しています。

逆に、実践ができている場合にも、学んだ内容と関連づけたフィードバックを行い、意識

的な定着につながるようにしています。  
 

キャリアに
関連する
気づき

●自分の「価値観」や「キャリア・アンカー」、「強み」に関連する気づき

・チーム課題に取り組む中で、自分は「協力」という価値観を大切にしていることに気づいた。
・事務課題のスピードと正確さは「強み」だと感じた。
●「やりがい」を感じる作業や場面についての気づき

・皆で意見を出し合い企画をまとめるなど、「チームワーク」や「連帯感」が感じられる場面で
やりがいを感じた。

上司に作業の時間延長を相談する際、
ＤＥＳＣ法を使い状況や気持ち、提案を
しっかりと伝えられていた点がよかった
です。

具体的な作業の見通しも伝えてもらえ
たので、上司としても、安心して指示を
出すことができました。
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第６章 ＪＤＳＰの課題と今後の方向性 

  

第２章で示したとおり、ＪＤＳＰは開発当初からさまざまなニーズに合わせてプログ

ラムを変化させてきた反面、構成要素が多岐にわたり、支援目標や各プログラムのねらい、

またそれら相互の関連づけが複雑になっていたことが課題となっていました。ＪＤＳＰ

のカリキュラムの再構成にあたって、今年度については、ＪＤＳＰの全体像や構成要素を

わかりやすく整理し、休職者、事業主、支援者が支援の目的や内容、方向性を把握しやす

いようロジックモデルをあらためて見直したところです。 

 また、近年の多様な職場復帰支援の広がりや職場復帰支援を利用する事業主からの要

請をふまえると、職業への適応に焦点化したプログラムの充実は取り組むべき課題です。

さらに、これまでに開発した各種支援技法の中には、開発以降の時間経過を経て、わかり

やすさや活用のしやすさ、効果の視点などから、新たな知見をふまえた見直しや改良が必

要なものもあります。職業センターでは、疾病管理やストレス対処などを中心とした既存

の職場復帰支援を発展させ、職場適応能力の向上とキャリア形成を支援する支援技法の

開発に特に取り組んできました。今後は、従来の支援技法の見直しや改良、ＪＤＳＰ全体

のカリキュラムや支援の進め方の再構成、職業への適応に焦点化した新たな支援技法の

開発に引き続き取り組みながら、職業リハビリテーション機関としての特徴を明確化し

た、より効果的な職場復帰支援の技法の確立を目ざすことが求められると考えています。 

 なお、次年度においては、平成 28(2016)年度に開発したジョブリハーサルの改良を計

画しています。休職者が復帰する職場では、体調やストレスのセルフマネジメント力から

対人コミュニケーション能力、合理的・論理的思考力を含むあらゆる対処能力が求められ

ます。ジョブリハーサルは、ＪＤＳＰで学んだ知識やスキルを実際の職場に近い環境で検

証し、その実用性を高めようとする体験・実践プログラムであり、復職後に企業が期待す

る総合的な業務遂行能力の回復に関わる支援技法です。 

 このジョブリハーサルの改良では、地域センターのリワーク支援における実践事例や

支援ニーズを調査し、職場での役職や役割、職業経験などをふまえた新たなタスクワーク

の開発を行います。また、支援の実施方法や留意事項をあらためて取りまとめ、新たな支

援マニュアルを作成することとしています。そのほか、職業への適応に焦点化したプログ

ラムの充実に向け、キャリアに係る支援技法(キャリアプラン再構築支援、ワーク基礎力

形成支援)についても、あわせて改良の検討を行います。 

 そのほか、職場復帰支援においては、就業経験が少ない若年の休職者や発達障害、双極

性障害、パーソナリティ障害などのさまざまな特性がある休職者の増加が見られ、支援ニ

ーズの多様化に対応した支援のあり方が課題とされています。ＪＤＳＰでは、職場復帰支

援のテーマを４つにわけて設定し、受講者が多面的に自己を理解し、総合的な対処策を検

討できることを目指していますが、認知特性や疾病特性、心理学的要因、家族要因、生育

要因といったざまざまな専門分野にわたる支援課題については、十分に取り扱えない現

状もあります。医療機関などのほかの専門機関との連携や役割分担も含め、多様な支援ニ

ーズに対応する職場復帰支援のあり方についてはさらなる研究が必要です。また、限られ

た支援期間の中での効果的なプログラム構成や効率的な運営方法の検討、復職後のフォ
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ローアップを含む事業主への支援のあり方なども今後の課題としてあげられます。 

 職業センターでは、ＪＤＳＰの運営を通じて、また、支援の現状や支援ニーズに関する

情報収集や分析を行いながら、職場復帰支援に係る効果的な支援技法の開発に努めると

ともに、職業リハビリテーション機関における職場復帰支援のあり方について検証を続

けてまいります。 
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